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� 諸言

肥満傾向児の出現率は昭和５２年以降増加傾向に

あったが、平成１５年以降はおおむね減少傾向とな

っている１）。しかし、子どもを取り巻く生活環境

が大きく変化する中で、「肥満」と「やせ」の２

極化など新たな問題も顕在化しており、子どもの

生活環境の実態の把握に努め、課題に取り組むこ

とが求められている。我々は K市学校保健事業

の一環である「すこやか発育健康相談」に携わっ

ており、肥満傾向児の生活状況調査を実施してき

た。相坂らは２００１年・２００２年の調査結果とその１０

年前の結果について生活状況を中心に比較し、変

化した点や問題点を明らかにしている２）。その後

１０年以上が経過し、食の外部化の進展など食をめ

ぐる環境は変化し続けている。それに伴い、肥満

傾向児の生活状況は変化し、新たな課題が生じて

いることが推察される。そこで本研究では、肥満

傾向児の生活状況調査をもとに現在と１０年前、２０

年前を比較し、変化した点や食生活の課題につい

て明らかにするとともに、指導のあり方について

検討を行った。

� 方法

１．調査対象・時期・方法

「すこやか発育健康相談」は K市立全小・中学

校で実施された身体計測の結果を基に、標準体重

を２０％以上超える肥満者に通知し、希望者が参加

している。参加希望者には事前に、生活状況調査

表を郵送し、相談時に回収している。

本研究は参加した小学１年生から６年生の肥満

傾向児を対象とした。２０年前を１９９１年度・１９９２年

度とし１１７名、１０年前を２００１年度・２００２年度とし

９８名、現在を２０１０年度から２０１４年度とし１１４名の

合計３２９名である。

２．調査内容

生活状況調査表の調査項目は、表１の通りであ

る。本研究では、家族の状況と食生活について比

較検討を行った。
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表１ 生活状況調査項目

□出生時体重・乳児期栄養法

□体型の自己評価

□家族の状況に関する事項

（家族構成・母親の年齢・母親の職業）

□食生活に関する事項

（献立決定者・食事に要する時間・食事の方法

間食の時間・間食の量・間食の内容）

□生活習慣に関する事項

（睡眠・運動・手伝い・遊びの内容）

３．集計および解析方法

集計および解析は各調査項目のクロス集計を行

い、各調査項目の比較は χ２検定に残差分析を追
加した。残差分析で有意な項目には、表中に▲、

▽を付した。

� 結果

１．家族の状況に関する事項

（１）家族形態

家族形態の結果を表２に示す。二世代世帯と三

世代世帯との割合に有意な差は認められなかった。

表 2 家族形態 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

０．１４６二世代世帯 ８１（７１．１） ７１（７２．４） ７２（６１．５）

三世代世帯 ３３（２８．９） ２７（２７．６） ４５（３８．５）

（２）母親の年齢

母親の年齢の結果を表３に示す。２０年前は２０代

・３０代の母親の割合が有意に高く、現在は４０代・

５０代の割合が増加していた。晩婚化の影響がある

ものと思われる。

表３ 母親の年齢 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

＜．０１
２０・３０代 ６０（５２．６）▽ ６８（６９．４） ８９（７６．１）▲

４０・５０代 ５０（４３．９）▲ ３０（３０．６） ２７（２３．１）▽

無記入 ４（３．５）▲ ０（０．０） １（０．９）

残差分析：▲有意に多い，▽有意に少ない p＜．０５

（３）母親の職業

母親の職業の結果を表４に示す。２０年前は専業

主婦の割合が有意に高く、１０年前はパートの割合

が有意に高かった。現在は有意な差は認められな

かったものの、仕事を持つ母親が増加する傾向が

認められた。

表４ 母親の職業 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

＜．０１

専業主婦 ３６（３１．６） ２７（２７．６）▽ ５５（４７．０）▲

常勤 ３１（２７．２） ２２（２２．４） ２８（２３．９）

パート ３０（２６．３） ３３（３３．７）▲ １８（１５．４）▽

自営業 １５（１３．２） ７（７．１） １４（１２．０）

その他 ０（０．０） ２（２．０）▲ ０（０．０）

無記入 ２（１．８） ７（７．１）▲ ２（１．７）

（４）兄弟の人数

兄弟の人数の結果を表５に示す。現在は一人っ

子の割合が有意に高くなっていた。

表５ 兄弟の人数 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

＜．０１

１人 ３８（３３．３）▲ １１（１１．２）▽ １２（１０．３）▽

２人 ５２（４５．６）▽ ５８（５９．２） ７４（６３．２）▲

３人 ２２（１９．３） ２５（２５．５） ３０（２５．６）

４人以上 ２（１．８） ４（４．１） １（０．９）

２．食生活に関する事項

（１）献立を決める人

食事や間食の献立を誰が決めるかについての結

果を表６・７・８・９に示す。

朝食、昼食について、現在は肥満傾向児本人が

食事内容を決めている割合が有意に高くなってい

た。

夕食については、有意な差は認められなかった。

間食については、２０年前は祖母、１０年前は母親

が間食の内容を決めている者の割合が有意に高か

った。現在は本人の割合が有意に増加していた。
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表６ 朝食献立の決定 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

ｎ １１４ ９８ １１７

＜．０１

母 ９５（８３．３） ９０（９１．８） １０１（８６．３）

祖母 ７（６．１） ６（６．１） １２（１０．３）

本人 １１（９．６）▲ ２（２．０） ２（１．７）

その他 １（０．９） ０（０．０） ２（１．７）

表７ 昼食献立の決定 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

＜．０１

母 ９５（８３．３） ９３（９４．９）▲ ９２（７８．６）▽

祖母 ７（６．１） ３（３．１）▽ ２０（１７．１）▲

本人 １１（９．６）▲ １（１．０） ２（１．７）

その他 １（０．９） １（１．０） ３（２．６）

表８ 夕食献立の決定 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

０．４３６

母 ９９（８６．８） ８８（８９．８） ９８（８３．８）

祖母 １３（１１．４） ９（９．２） １６（１３．７）

本人 ０（０．０） １（１．０） ０（０．０）

その他 ２（１．８） ０（０．０） ３（２．６）

表９ 間食献立の決定 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

＜．０１

母 ６５（５７．０）▽ ７２（７３．５）▲ ７７（６５．８）

祖母 １２（１０．５） １１（１１．２） ２９（２４．８）▲

本人 ３４（２９．８）▲ ８（８．２）▽ ９（７．７）▽

その他 ３（２．６） ７（７．１）▲ ２（１．７）

（２） 間食の頻度

間食の頻度の結果を表１０に示す。間食の頻度に

ついては、「毎日食べる者」の割合が減り、「時々

食べる者」の割合が有意に増加していた。

表１０ 間食の頻度 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

＜．０１

毎日食べる ６２（５４．４）▽ ６９（７０．４） ８７（７４．４）▲

時 食々べる ４５（３９．５）▲ ２０（２０．４） ２５（２１．４）

ほとんど食べない ３（２．６） ６（６．１） ５（４．３）

無記入 ４（３．５） ３（３．１） ０（０．０）▽

（３）食事の方法

食事の方法の結果を表１１に示す。現在は「子ど

もだけで食事をする」者の割合が増え、「家族と

一緒に食事をする」者の割合が有意に減っていた。

表１１ 食事の方法 n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

n １１４ ９８ １１７

＜．０１

家族と一緒 ９４（８２．５）▽ ８７（８８．８） １００（８５．５）

子どもだけ １６（１４．０）▲ ４（４．１）▽ ９（７．７）

どちらとも言えない １（０．９） ４（４．１） ８（６．８）▲

無記入 ３（２．６） ３（３．１） ０（０．０）

（４） 食べる速さ

食べる速さの結果を表１２に示す。早食いは肥満

者によく見られる行動であるが、現在は「早い」

とする者の割合が減り、「普通」とする者の割合

が有意に増加していた。

表１２ 食べる速さ n（％）

現在 １０年前 ２０年前 p値

ｎ １１４ ９８ １１７

＜．０１

早い ２４（２１．１）▽ ５１（５２．０）▲ ５５（４７．０）▲

普通 ６５（５７．０）▲ ２４（２４．５）▽ ４１（３５．０）

ゆっくり ２４（２１．１） ２１（２１．４） ２１（１７．９）

無記入 １（０．９） ２（２．０） ０（０．０）

� 考察

肥満傾向児の生活状況について２０年間の経年変

化を見た結果、母親の年齢の上昇や母親の有職率

の増加、一人っ子の増加など、家族の状況に変化

が認められた。

食生活に関しては、朝食や昼食、間食の内容に

ついて、肥満傾向児本人に任せられている状況が

増えていた。また、子どもだけで食事をとる「孤

食」の増加が認められるなど、保護者の関わりが

少なくなっている現状が明らかとなった。

社会状況の変化に伴い、各家庭のライフスタイ

ルや価値観が変化し、子どもの生活に影響を与え

ている。児童の肥満指導においては、多様化する

ライフスタイルや価値観を踏まえながら、個々の

状況に応じて、児童及び保護者の行動変容を促す

働きかけを行うことが必要と考える。また、子ど

も自身に食事の管理が任されている状況が増加し

ている現状を鑑み、子ども自身が肥満改善の取り
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組みを通して、食に関する自己管理能力を身につ

けられるよう働きかける必要があると考える。
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